
�. ·͑がき
'0.Aʢ'reedom�0G�.oCile�multimedia�ADDessʣのコアネ

ットワークは，Իɾύέットݺを౷合処理できる..S

ʢ.oCile�.ultimedia�sXitDhing�SZstemʣによって交換処理さ

れて͓Γ，ͦれΒのトラフΟックはඇಉظసૹモード

ʢAT.：AsZnDhronous�TransGer�.odeʣ網でసૹされてい

る．·た，ʮύέϗーμΠʯといった定ֹサーϏスを導入し

た背景͔Βݟても，ۙいকདྷ，'0.AՃ入ऀの૿大，特

にύέットトラフΟックの大෯な৳ͼが予ଌされる．ͦの

たΊ，ύέットのネットワークコストの大෯な減はඞ要

ෆՄܽであΓ，ネットワークઃඋはよΓޮతで，さΒな

るڧ化，拡ுをਤる͜とがॏ要である．

本稿では，'0.Aに͓けるύέット通信サーϏスをఏڙ

͢るノードとして開発したSGSNʢSerWing�General�paDLet

radio�serWiDe�Support�NodeʣとGGSNʢGateXaZ�General

paDLet�radio�serWiDe�Support�Nodeʣの౷合ノードである

xGSNʢserWing/gateXaZ�General�paDLet�radio�serWiDe�Support

Nodeʣにͭいてͦの概要をઆ໌͢る．

�. Y(4/։ൃͷഎܠ

͜れ·でのドコモに͓ける'0.A網は，ύέット交換

ʢPS：PaDLet� SXitDhingʣݺとճઢ交換ʢCS：CirDuit

SXitDhingʣݺのݺ処理౷合によΓ，ޮతにઃඋ構ஙがで

きる͜と，͓よͼAT.がඞ要なサーϏス࣭ʢ2oS：

2ualitZ�oG�SerWiDeʣをอূできる།Ұの技術であった͜と͔

Β，AT.スΠッν෦ʢAT.－S8：AT.－S8itDhʣϕース
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の交換ノード..Sを開発し，AT.網によΓネットワーク

ઃඋを展開してきた．ҎԼに..Sの特をࣔ͢．

ɾPSݺとCSݺをಉҰ理ノードでݺ処理できる

ɾԻ，σーλ，ө૾なͲさ·͟·なݺछのσーλをಉ

Ұճઢ্でૹड信処理͢る͜とによΓ，ճઢ用ޮ

をߴΊ通信コストを減できる

ɾύέット通信であΓながΒ，ハードウェアによるߴ

スΠッνンάがՄである

͜れΒの特は特にノードコスト，ૹコストの削減に

ޮՌをࣔし，σΟδλϧܞଳ電方式ʢP%C：Personal

%igital�Cellularʣのઃඋとൺֱして大෯なઃඋ構ஙඅの削減

にݙߩできた．

し͔し，ۙ年の'0.AՃ入ऀの૿Ճに͏ύέットトラ

フΟックध要の拡大によΓ，CSݺとൺֱしてPSݺのトラ

フΟックྔは·͢·͢拡大͢る͜とがࠐݟ·れている．͜

れはԻサーϏス͔Βi－modeにදされるύέットσー

λサーϏスとध要ܗଶが大きくม化してきている͜とに

よるものである．·た，͜のม化は世界తなIPʢInternet

ProtoDolʣ技術の展開とซͤ，͜れ·でのノードコスト，

ૹコストのઃܭख๏にରして，新しいݟによΓ大きなઃ

උޮをҾきग़ͤるঢ়گとなってきた．

Ұݴで͑ݴ，طଘのドコモAT.網に͓いては，ճઢ交

換ܥサーϏスの基本ݺ処理技術をϕースにύέット交換サ

ーϏスを࣮ݱしていたとい͏͜とであΓ，ط成の交換֊ఐ

の͑ߟ方を౿ऻし，PSݺとCSݺをಉ͡AT.ճઢઃ定方式

によΓѻっていた．よって，ྫ͑PSݺをଞҬ会ࣾऩ༰

のଓϙΠント໊ʢAPN：ADDess�Point�Nameʣにଓ͢る

には，T..SʢTransit�.oCile�.ultimedia�sXitDhingࡍ

SZstemʣをӌճ͢るܦ࿏を取Β͟るをಘͣʢ図�ᶃʣ，Ұൠ

తなIPϧーテΟンάとൺֱして中ܧ֊ఐのઃඋྔʢノー

ド，ૹճઢʣを૿Ճさͤる要Ҽとなっていた．さΒにPS

の૿Ճにൺྫして，͜のઃඋྔのࠩは拡大が予ଌされݺ

る．͜れにରし，

ɾطଘのCS/PS౷合ネットワークを，PSネットワークと

CSネットワークにし，PSݺはIPϧーテΟンά網

の構成にଇった最適な網ઃܭをՄとし，網ઃඋコス

トが͑Βれる

ɾૹ࿏をطଘのAT.͔ΒҰൠతにઃඋ構ஙඅを͑

ΒれるIPϧーλ網に置き換͑る͜とで，ૹ࿏コスト

も͑Βれる

ɾIPϧーλ網に͓いてもطଘのAT.網で要ٻされてい

たものとಉ༷の2oSのอূがՄである

といったޮՌによΓ՝をղܾ͢る͜とができるたΊ，

CS/PS౷合ネットワーク͔ΒのPSを行͏͜ととした．

ݺのPSࡍଶと，ͦのܗにPSʢxGSN導入ʣのҠ行࣍

のྲྀれにͭいてઆ໌͢る．

PSのҠ行खॱは2ͭのఔʢPhase1，Phase2ʣ͔

Β成る．Phase1は，L..SʢLoDal�.oCile�.ultimedia

sXitDhing�SZstemʣ͔ΒG..SʢGateXaZ�.oCile�.ultimedia

sXitDhing�SZstemʣのύέット用のଓをIPϧーλ網ܦ

༝に͢るఔであΓ，PSのҠ行్中に͓いてもطଘ

..Sと新規導入xGSNのؒでリϩέーシϣン੍ޚをՄと

͢るたΊにඞ要になるものであるʢਤ1ᶄʣ．·た，Phase2

は͢べてのύέットػを..S͔Βし，xGSNにऩ༰

͢るఔであΓ，PSの最ऴܗଶをࣔ͢ʢਤ1ᶅʣ．

新規ノードの導入をݕ౼͢る্で，طଘノードとൺֱし

て処理ྗを্さͤる͜と，ઃඋコストの大෯な減を

ࢦした．ͦ͜で，PSݺのૹコストの減を࣮͢ݱるた

Ίに新規構ஙしたIPϧーλ網をར用し，PSݺをCSݺの中

ఐとして，ผ網でIPϧーテΟンά͢る͜とで֊ܧ

8PCGʢ8ireless�ProtoDol�ConWersion�GateXaZʣなͲの

S)&LLˎ1ܥにଓ͢る方式をݕ౼した．ͦの݁Ռ，ҎԼの

理༝͔Β新規ノードxGSNʢSGSN/GGSNػซ合サーバʣ

を開発͢る͜ととした．

ɾ汎用サーバとオープンソフトを採用し，ઃඋコス

トの減͓よͼ༰қに処理ྗの্を࣮ݱできる構

成と͢る͜と

ɾ汎用ソフトの導入による開発コスト，開発ؒظの

ॖ化がՄであΓ，·た，開発にඞ要なπーϧ

を入खし͢い͜とڥ

ɾサーバはIPϕースであるたΊ，IPϧーλ網とଓ͢る

ଘ..Sのύέットઐ用化とൺط，くߴのੑがࡍ

ֱして特ผな開発がෆ要である͜と

ɾIPܥはࢢでく用いΒれているたΊ，技術の取ࠐ

み，技術ऀのௐୡを༰қに͢る͜と

さΒに，xGSN導入に͏開発コストɾ用ઃඋコス

トɾอकコストを総合してࢉࢼしたと͜Ζ，طଘ..Sと

ൺֱして20ˋఔのઃඋコストޮを্͛る͜とがՄ

であるとい͏݁ՌがಘΒれた．

�. Y(4/γεςϜͷߏධՁ

図�にxGSNのハードウェア構をࣔ͢．

ˎ1 S)&LL：コアネットワークにରして，ͦの֎֪ʢʹS)&LLʣにあるノ
ードとい͏ҙຯ．
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：Base TransceiWer Station（ແઢجہ置）�
：treasure Casket oG i－mode serWice high Reliability platGorm Gor CUStomer�
：Mobile InGormation Storage system（移動通信ใੵγスςϜ）�
：Mobile 0PEration Radio Assistant�
：Mobile Station（移動ہ）�
：Public Land Mobile Network�
：Public Switched Telephone Network（公衆ަి網）�
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PSݺのॲཧϊーυを҆Ձ
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図� '0.AωοτϫʔΫ構成とP4Ҡ֓ߦཁ
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ハードウェアは信߸੍ޚʢC－Plane：Control－Planeʣ／

Ϣーβσーλ処理෦ʢ6－Plane：6ser－Planeʣ͔Βなる

構を採用している．͜れによΓ，ہ݅に合ったઃඋ

要ʢྫ͑ऩ༰基ہはগなくऩ༰Ճ入ऀが大きい

Ҭ，ऩ༰基ہはଟくऩ༰Ճ入ऀはগないҬなͲʣに

Ԋって，処理ྗとճઢ༰ྔをಠཱさͤたフϨキシϒϧな

ઃඋઃܭをՄとしている．

ハードウェアの基本構はサーバ܈とサーバؒଓを行

͏L2S8ʢLaZer2�S8itDhʣによΓ構成される．C－Planeサ

ー バ ܈ は ， aTCAʢ adWanDed� TeleDom� Computing

ArDhiteDtureʣ規格の汎用ϒϨードサーバˎ2を採用してい

る．aTCAはۀ࢈用置ྨのオープン規格であΓ，ۀ用

規格のۀ界ஂମであるPIC.GʢPeripheral�Domponent� inter�

DonneDt�Industrial�Computers�.anuGaDturers�GroupʣによΓ

規格化された࣍世のߴな通信プラットフォームであ

る．今後，本規格のサーバ置は，さ·͟·なۀ用で

の用が予されて͓Γ，大ྔੜ࢈によΓՁ格を҆Ձに

͑Βれる͜とが͑ߟΒれる．·た，標準規格に準ڌしてい

る͜とのϝリットとして，年ʑߴ化͢るੑߴCP6

ʢCentral�ProDessing�6nitʣをࡌしたϒϨードサーバがさ·

͟·なϕンμ͔Βஞࢢ࣍に入されていく͜とがظで

き，֤ظ࣌で最もੑとコストの༏れたϒϨードサーバに

交換͢る͜とによって，xGSNシステムの処理ྗを্

さͤる͜とがՄとなっている．·た，ϕンμґଘサーバ

よΓもؒظのシステムण໋が࣮ݱできる͜とも標準規格

のརである．さΒに，コンύクトで集ੵのߴい

༷となって͓Γ，ઃ置スϖースのॖখ化，ফඅ電ྗྔのܰ

減化を࣮͢ݱる͜とで，কདྷのC－Plane拡ு要ٻにରして

も༰қにରԠできる༷となっている．ͦのଞػ෦に͓

いてもൢࢢのサーバとスΠッνをଟʑྲྀ用して͓Γ，構成

となるݸʑのハードウェアのػ্なͲの要ٻにରし

てもॊೈなରԠがظできる．

6－Planeサーバ܈はxGSNઐ用置であるが，ྲྀ用ମ

はൢࢢを͜͏とでՁ格を͑ている．

খܕで୯७なগの構成͔Βなるハードウェア構

は，ઃ置͓ࣄよͼଳݧࢼなͲのؒ࣌を大෯にॖして

いるͩけでなく，Ұൠサーバϧーλܥ技術ऀにもࣄが

ՄであΓ，ઃ置スϖースの֬อの༰қさとซͤてٴత

なޮՌをもたΒしている．

図�に0S，ϛドϧウェアʢ拡ு0Sʣ，アプリέーシϣン

EMS/ALA%IN

Ethernet Ethernet Ethernet Ethernet

CCCI NMSCP/MMS

ATM（No��）�

WPCG/XPCG/ExGW/mopera LAN/ISPۀا

GISW：աૹग़੍ޚ༻スイッν�

aTCA（C－Plane੍ޚ置）�

'S�
：σータੵ༻�
サーόϢχット�

SBC（LB）�
：ෛՙ分散੍ޚ�
サーόΧーυ�

SBC（GGP）�
：GGSNݺॲཧ�
 ɹサーόΧーυ�
ɹサーόΧーυ�

SBC（SGP）�
：SGSNݺॲཧ�
ɹサーόΧーυ�
ɹサーόΧーυ�

：ALl Around %oCoMo INGormation systems�
�（٬ཧγスςϜސ）
：ATM Signaling Termination Box�
（ATMγάφϦンάऴϘックス）�
：Calling rate Change Center－IMT（IMT༻໌ࡉηンタ）�
：Element Management System�
：'ile SerWer（フΝイルサーό）�
：GGSN C－Plane Processor（GGSNݺॲཧプϩηッサ）�
：GGSN U－Plane box（GGSN UプϨーンϘックス）�

ALA%IN�
�

ASTB�
�

CCCI�
EMS�

'S�
GGP�
GGU

GISW�
ISP�
LB�

NSW�
SBC�
SGP�
SGU�

U－B0X�
UCSW

：Gi InterGace connect Layer2 SWitch�
：Internet SerWice ProWider（インターネットサービスプϩόイμ）�
：Load Balancer（ϩーυόランサー）�
：Node inside SWitch（ϊーυスイッν）�
：Single Board Computer�
：SGSN C－Plane Processor（SGSNݺॲཧプϩηッサ）�
：SGSN U－Plane box（SGSN UプϨーンϘックス）�
：U－Plane B0X�
：U－Plane box Connect SWitch（UプϨーン接続スイッν）�

ASTB�
：No�ऴॲཧ༻�
サーόϢχット�

U－B0X（SGU/GGU）�
：Ϣーβσータసૹ༻�

サーόϢχット�

UCSW：Ϣーβσータの౷合༻スイッν�

NSW：෦置間接続༻スイッν�

図� ϋʔυΣΞ構

ˎ2 ϒϨードサーバ：特घなラックにઃ置できるΧードܕのখܕサーバ．
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͔Β成る，xGSNのソフトウェア構をࣔ͢．

0SにはCG－LinuxʢCarrier�Grade�Linuxʣを採用してい

る．CG－Linuxとは，֤छ༗໊ϝーΧがࢀՃ͢るۀ界ஂମ

0S%Lʢ0pen�SourDe�%eWelopment�LaCʣに͓いて通信ۀࣄ

用として，ैདྷの交換ػฒみのੑߴ，ߴ信པੑを࣮ݱし

たLinux0Sである．本0Sは，オープンソフトウェアであ

る͜と͔Β導入අ用が減できる͜とにՃ͑，ैདྷのϕン

μґଘプラットフォーム採用システムのよ͏なϕンμϩッ

クΠン͔Βの٫をもՄと͢る．CG－LinuxによΓ，通

信ऀۀࣄけのߴ信པੑをͭ࣋とともに，汎用の採用に

よる開発අ削減と開発ؒظのॖを࣮͢ݱる͜とができ

た．ϛドϧウェアʢ拡ு0SʣはフΝΠϧߋ新ো処理な

Ͳの置理，ܥ構成੍ޚ，汎用σーλϕース処理なͲを

୲い，CG－Linuxとともにߴ信པੑとߴอकੑを࣮ݱして

いる．·た，アプリέーシϣンʢ汎用ػ෦ʣは汎用

SGSN/GGSNの標準規格্のサーϏスػを͢べて۩උし

ている．

アプリέーシϣンに͓けるಠࣗΧスλϚΠζ෦のみが

ドコモಠࣗのサーϏスػを࢘っている．͜のΧスλϚΠ

ζによΓドコモಠࣗのプϩトコϧであるネットワーク理

プϩトコϧʢN8.P：Net8orL�.anagement�ProtoDolʣ，

後述͢るネットワーク౷合位置登録，i－mode，σϡアϧネ

ットワークといったドコモಠࣗサーϏス，อकػなͲを

．しているݱ࣮

�. Y(4/։ൃ্ͷとϙΠϯτ
xGSNの開発は，..Sのطଘػのܧঝを行͏ととも

に，理ノードのによる適なػとIP化による

新しいΠンλフェースの規定がඞ要であΓ，୯७なػ

ׂ，ΠンλフェースのIP化Ҏ֎のʑのを行った．本

ষでは͜れΒのදతなྫにతをߜってઆ໌͢る．

xGSNがطଘ..SのPSػをܧঝ͢るたΊには，��ສ

#)CAʢ#usZ�)our�Call�AttemptʣҎ্の処理ྗがඞ要で

あった．͜のたΊにはੑߴのCP6によるϚϧνプϩηッ

サ構を用ҙ͢るͩけでなく，ソフトウェア処理の෦

を取る͜とによΓෛՙ化を行い処理༰ྔの૿大をਤる

ඞ要があった．·た，xGSNの'0.A網導入にあたΓ，

�GPPʢ�rd�Generation�Partnership�ProKeDtʣ標準を९कしͭ

ͭもطଘシステムのӨڹをྗۃ͑るඞ要があったた

Ί，Ҡಈ通信網に͓いて処理ෛՙの͔なΓのウェΠトを

Ίる位置登録処理にͭいてݟしを行った．

CS/PSの྆ػを۩උ͢るطଘ..Sでは，ネットワー

クリソースのར用ޮੑをྀߟして，ネットワーク౷合位

置登録方式を採用しているʢ図�ᶃʣ．ネットワーク౷合位

置登録方式は，ノード構成ൺがҠಈ通信੍ہޚʢ.SC：

.oCile�SXitDhing�Centerʣ/7L3ʢ7isitor�LoDation�3egisterʣ：

SGSNʹ1：1の合に最もޮతに適用されるたΊ，طଘ

..Sではճઢ交換位置登録ΤリアʢLA：LoDation�Areaʣ

とύέット交換位置登録Τリアʢ3A：3outing�Areaʣはಉ

Ұ構成になっている．

PS後に͓いては，..SとxGSNの処理ྗの構成

ൺ͔Β1..SにෳxGSNをଓ͢るܗଶが·しく，·

た�GPP標準での位置登録方式ʢਤ4ᶄʣではネットワーク

౷合位置登録方式とൺֱして )L3ʢ)ome� LoDation

3egisterʣけの信߸ྔ͓よͼプϩフΝΠϧの処理ճの

૿Ճが)L3の処理ෛՙにӨڹをٴ΅͢たΊ，ݱঢ়の大༰ྔ

CG－Linux（0S）�

ʲΧスタϚイζػʳ�
・υコϞಠ自のサービス�
  （i－mode，ISP接続）�
・S0ॲཧ�
・ྉۚ໌ࡉ�
・อकػɹなど�

アプϦケーγϣン�

0�M：0peration and Maintenance
S0：SerWice 0rder

SGSN෦ޚ੍ݺ�
／プϩトコル�

GGSN෦ޚ੍ݺ�
／プϩトコル�

0�M υコϞಠ自�
アプϦケーγϣン�

ϛυルェア（֦ு0S）�

フΝイルߋ৽，োॲཧ，ߏܥ੍ػޚ（جຊ0�M）�

ιフトェア�

�Ϩベルのػަ
�信པੑߴ・
�อकੑߴ・
を࣮ݱ�

図� ιϑτΣΞ構
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Ҡಈ通信サーϏス੍ޚ置ʢN.SCP：NeX�.oCile�SerWiDe

Control�Pointʣのઃඋコストが૿大͢る͜とがݒ೦された．

よって新しい位置登録方式を導入͢る͜ととした．

xGSNで導入した位置登録方式ʢਤ4ᶅʣは，�GPP標準

位置登録方式をϕースと͢るネットワーク౷合位置登録方

式であΓ，共通ઢ信߸網の信߸ྔを͑ͭͭ，理ノー

ド構成にґΒͣ適用できる方式となっている．

·た，طଘ..Sでは.SC/7L3－SGSNؒは内෦Πンλ

フェースであったが，SGSNのผノード化にい，新たに

GsΠンλフェースを規定͢るඞ要があった．GsΠンλフ

ェースには，�GPP標準の#SSAP�ʢ#ase�Station�SZstem

AppliDation�Part�ʣプϩトコϧを用いる͜とで.SC/7L3－

SGSNؒのԁな࿈ܞを取っている．

xGSNは開発ؒظをॖし，開発අを削減͢るたΊにۃ

ݺのྲྀ用をਤったが，網構成のม化に͏基本ػଘطྗ

処理खॱのݟしもଟʑあった．ݟしにあたΓ，طଘ網

構成のӨڹを͑ͭͭ，ޮత͔ͭ処理ؒ࣌のॖ化，

ෛՙな方式の࣮ݱをࢦした．今ճݟしたදతな信

߸खॱをҎԼにࣔ͢．

aύέット発信ɾண信

Iuのແઢネットワーク੍ޚ置ʢ3NC： 3adio

NetXorL�Controllerʣ͔ΒSGSN·でのଓにͭいては，

L..Sܦ༝でAT.－S7CʢAsZnDhronous�TransGer�.ode－

SXitDhed�7irtual�ChannelʣをIPଟॏして，ଓ͢る方式

を採用した．͜れは，طଘシステムの処理ྗのӨڹ，

ଞノードをؚΜͩトーλϧの開発規，طଘઃඋྲྀ用に

よるઃඋࢿඅ用の削減なͲをྀߟしてܾ定した．

L..SにてIuύέットϧーテΟンάػをͭ࣋͜とで

3NC－L..SؒはAT.－S7Cによるコネクシϣン理，

L..S－xGSNؒはIPアドϨスを用したϧーテΟンά

を࣮ݱしている．͜れは，ࡏݱのઃඋྲྀ用をྀߟした݁

Ռのܗଶであるが，Iu۠ؒにͭいてはকདྷతにはIP化さ

）PSΤϦアとCSΤϦアߏൺはྫと͠てهड़する�

SGSN SGSN
LMMS

MSC/VLR

パケットަ�
プϩフΝイル�

CSΤϦア�
PSΤϦア�

CSΤϦア�CSΤϦア�

CSʴPS�
౷合位置ొ�

PSΤϦア�

ᶅPS分ޙのネットワーク౷合位置ొ�

NMSCP

Gsインタフェースで�
VLRとSGSNを࿈ܞ�

౷合位置ొ�
（ճઢަʴパケットަ）�

PSΤϦア�

ᶄ3GPPඪ४の౷合位置ొ�

NMSCP

SGSN
LMMS

MSC/VLR

CSΤϦア�
PSΤϦア�

CSΤϦア�CSΤϦア�

ՃೖऀプϩフΝイル�
ಡग़ճの૿Ճ� �通ઢ信߸網のڞ

ॲཧෛՙେ�

パケットަ�
プϩフΝイル�

ճઢަ�
プϩフΝイル�

パケットަ୯ಠ位置ొ�
ճઢަ୯ಠ位置ొ�

CSʴPS�
౷合位置ొ�

PSΤϦア� PSΤϦア�

ᶃPS分લのネットワーク౷合位置ొ�

NMSCP

LMMS
MSC/VLR SGSN

CSΤϦア�
PSΤϦア�

CSΤϦア�CSΤϦア�

プϩフΝイル�
（ճઢަʴパケットަ）�

CSʴPS�
౷合位置ొ�

PSΤϦア�

LMMS෦でVLRと�
SGSNが࿈ܞ�

౷合位置ొ�
（ճઢަʴパケットަ）�

PSΤϦア�
ճઢަ�

プϩフΝイル�

図� Ґஔొॲཧ֓೦図
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れる͜とがظされている．

sճઢ交換ண信

ճઢ交換ண信࣌，֘Ճ入ऀによる౷合位置登録が行

Θれ.SC/7L3－SGSNؒの࿈ܞがとれているঢ়ଶであれ

，�GPP標準ಈ࡞にैいGsΠンλフェースを用して

SGSN͔ΒPagingを行͏．L..S͔Βண信要ٻをडけた

SGSNは，ແઢଆにPagingを࣮͢ࢪるࡍに֘Ճ入ऀの

ύέットݺのঢ়ଶを֬ೝし，ύέット通信中の合はҰ

ҙの3NCのみにண信を࣮͢ࢪる．ඇ通信中の合は

L..S͔Βड信したண信要ٻにઃ定されたLAにؚ·れ

る͢べての3NCにPagingを行͏．

dシϣートϝッηーδ発信ɾண信

ύέット交換によるシϣートϝッηーδʢS.S：

Short�.essage�SerWiDeʣは，SGSNにてҠಈのసૹ

͓よͼϝッηーδサーϏスੵ置ʢ.PS：.essage

ProDessing�SZstemʣのసૹを行͏͜とになるが，S.S

సૹはSGSN－L..SؒはGsΠンλフェースとしての

AT.をར用し，L..SʙG..SʙT..SʢI8.SC

ʢInter�8orLing�.oCile�SXitDhing�Centerʣ·たはG.SC

ʢGateXaZ�.oCile�SXitDhing�Centerʣʣのؒは，طଘのAT.

ϧートにॏさͤてS.Sをసૹ͢る．

xGSNは新規置ではあるが，طଘ..Sのอक概೦，コ

ϚンドྨはՄなݶΓ౿ऻし，ݱ行อकऀが༰қにडけ入

れΒれるよ͏に特にҙをっている．開発に͓いては

xGSNの汎用ػがػͭ࣋と，ドコモのอक概೦，コϚ

ンドとのৄࡉなൺֱௐࠪを行い，新規に開発，ม͢ߋるべ

き෦を͔ࡉࣄにચいग़し，開発අを͑ている．·た，

ϕースとなるのྗのิには特にҙし，ドコ

モ用網্に͓けるطଘの網，ノード࣭をҡ࣋している．

લ述したよ͏に，今ճの開発はPSݺをIPϧーテΟンά

さͤるものであΓ，ରノードとのଓにؔしても，IPϧ

ーλ網を༗ޮにར用したଓ構成にੵۃతにมߋしていく

ඞ要があった．

ଓ༷のݕ౼にؔしては，طଘ༷の౿ऻ͓よͼର

ノードのӨڹを最খ化͢る͜とをલఏに，サーϏス͝と

にIPϧーλ網がఏڙできる最適なΠンλフェースのݕ౼を

行った．

·た，࣮ݱのઃඋঢ়گをՃຯした্で，͓٬༷にӨڹを

༩͑ͣに構成のҠ行がՄなシステムをઃ͢ܭるඞ要があ

った．ྫ͑，xGSNは..SとಉҰϏϧにઃ置される͜と

をલఏにしていないたΊ，..SとಉҰϏϧにઃ置されて

いるରノードとのଓ界置ʢ子ϧーλʣとのଓ

にରし，ઃ置ॴをม͢ߋる͜となくҠ行できるよ͏な

ଓ༷がඞਢとなった．

·ͣ，基本తなݕ౼ϙΠントとしてAT.ϕースで͑ߟΒ

れた..Sのଓ༷をxGSNの&thernetϕースのIPϧー

λ網ଓ༷に改൛͢るඞ要があΓ，͜れにؔしてはԼ位

Πンλフェース༷のみをม͢ߋる͜とで࣮ݱできた．۩

ମతには，֤APNをP7CʢPermanent�7irtual�Channelʣ͝

とにׂしていた༷を，I&&&ʢInstitute�oG�&leDtriDal�and

&leDtroniDs�&ngineersʣ標準化༷のI&&&�02.12[2]を用い

た&thernetの7LANʢ7irtual�LoDal�Area�NetXorLʣؒ通信に

มߋした．APN͝とのଓ構成を図5にࣔ͢．

·た，ͦのଞのݕ౼ϙΠントとして，࣍の2が͛ڍΒ

れる．

a i－modeݺのଓ構成

xGSNと8PCG/9PCGʢe9tended�Xireless�ProtoDol

ConWersion�GateXaZʣとのଓを，ૹ࿏コストとઃඋ

コストをྀߟしてn：mのଓ構成にݟ͢方でݕ౼

した．ଓ݅としては，xGSN͔Βݟてෳ8PCG，

8PCG͔ΒݟてෳxGSNとͦれͧれ通信͢るඞ要があ

Γ，͜れΒ通信をՄと͢るL�7PNʢLaZer��7irtual

PriWate�NetXorLʣのଓ構成を採用した．L�7PNはIPア

ドϨスによる7PN内のϧーテΟンάがՄであΓ，n：

mのよ͏なフϧϝッシϡでのଓに最も適したଓ方๏

である．し͔し，1ͭの7PNで構成͢る合，L�7PNの

ಈ8，্࡞PCG/9PCGϢχットのԼでIPアドϨスのॏ

ෳができないたΊ，ҠಈにׂΓてΒれるIPアドϨ

スのମࠔ্ܥな͜とが໌した．ͦのたΊ，7PNが૿

͑るが通信্のない8PCG/9PCGϢχット୯位で

L�7PNをઃ定し，֤xGSNをଓ͢るn：1の༷に͢

る͜とでをղܾした．

s i－modeݺҎ֎のଓ構成

i－modeݺҎ֎のଓ༷はطଘରノードの置ઃ

定内༰をมߋしない要ٻがあΓ，طଘのアドϨスମܥの

··でଓをしなけれなΒないたΊ，IPϧーλ網での

L�7PNを用いたଓ༷がෆՄであった．ͦのたΊ，

L27PNʢLaZer2�7irtual�PriWate�NetXorLʣとい͏IPϧーテ

Οンάではなく，L2ϕースの7PNサーϏスを採用͢る͜

とで本՝をղܾした．本方式では，ઃඋコストIPϧ

ーλ網内の7PNが૿大͢るとい͏σϝリットがあった

が，ಉҰϏϧ内にઃ置されている子ϧーλにରして，

L27PN内でI&&&�02.12による7LANॏを行͏͜とで

ճආした．
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5. あとがき
本稿では，ドコモ網のAll－IP化の先駆けとして開発され

たxGSNの導入背景，システム構成，新技術方式，ネット

ワーク構成の概要を述べた．特に，aTCA，CG－Linuxとい

った標準規格／オープンソフトを採用した汎用サーバによ

る交換ノードの開発は，世界の通信キャリアの中でも

xGSNが最初の取組みである．今後のドコモ網内のIP化展

開の中で新規に導入されていくノードにも適用できる共通

プラットフォームの基礎となるものとして，xGSNソフト

ウェア，ハードウェアの改良を行っていく予定である．
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�GPP：�rd�Generation�Partnership�ProKeDt
ALA%IN：ALl�Around�%oCo.o�INGormation�sZstemsʢ٬ސ理システムʣ
APN：ADDess�Point�NameʢଓϙΠント໊ʣ
AST#：AT.�Signaling�Termination�#ox

ʢAT.シάφリンάऴϘックスʢܥؒہ信߸処理置ʣʣ
aTCA：adWanDed�TeleDom�Computing�ArDhiteDture
AT.：AsZnDhronous�TransGer�.odeʢඇಉظసૹモードʣ
AT.－S7C：AsZnDhronous�TransGer�.ode－SXitDhed�7irtual�Channel
AT.－S8：AT.－S8itDhʢAT.スΠッν෦ʣ
#G：#order�GateXaZ
#GP：#order�GateXaZ�ProtoDol
#)CA：#usZ�)our�Call�Attempt
#SSAP�：#ase�Station�SZstem�AppliDation�Part�
#TS：#ase�TransDeiWer�Stationʢແઢ基ہ置ʣ
C－Plane：Control－Planeʢ信߸੍ޚʣ
CCCI：Calling�rate�Change�Center－I.TʢI.T用໌ࡉηンλʣ
CG－Linux：Carrier�Grade�Linux
Ci3C6S：treasure�CasLet�oG�i－mode�serWiDe,�high�3eliaCilitZ�platGorm

Gor�C6Stomer
CP6：Central�ProDessing�6nit
CS：CirDuit�SXitDhingʢճઢ交換ʣ
&.S：&lement�.anagement�SZstem
&xG8：paDLet�&xDhange�Gate8aZ
'0.A：'reedom�0G�.oCile�multimedia�ADDess
'S：'ile�SerWerʢフΝΠϧサーバʣ
GGP：GGSN�C－Plane�ProDessorʢGGSNݺ処理プϩηッサʣ
GGSN：GateXaZ�General�paDLet�radio�serWiDe�Support�Node
GG6：GGSN�6－Plane�CoxʢGGSN�6プϨーンϘックスʣ
GIS8：Gi�InterGaDe�DonneDt�LaZer2�S8itDh
G..S：GateXaZ�.oCile�.ultimedia�sXitDhing�SZstem
G.SC：GateXaZ�.oCile�SXitDhing�Center
)L3：)ome�LoDation�3egister
I&&&：Institute�oG�&leDtriDal�and�&leDtroniDs�&ngineers
I.T－2000：International�.oCile�TeleDommuniDations－2000

ʢୈ�世Ҡಈ通信ʣ
IP：Internet�ProtoDol
ISP：Internet�SerWiDe�ProWiderʢΠンλーネットサーϏスプϩバΠμʣ
I8.SC：Inter�8orLing�.oCile�SXitDhing�Center
L2S8：LaZer2�S8itDh
L27PN：LaZer2�7irtual�PriWate�NetXorL
L�7PN：LaZer��7irtual�PriWate�NetXorL
LA：LoDation�Areaʢճઢ交換位置登録Τリアʣ

L#：Load�#alanDerʢϩードバランサーʣ
L..S：LoDal�.oCile�.ultimedia�sXitDhing�SZstem
.IS：.oCile�InGormation�Storage�sZstemʢҠಈ通信情報ੵシステムʣ
..S：.oCile�.ultimedia�sXitDhing�SZstem
mopera：.oCile�0P&ration�3adio�Assistant
.PS：.essage�ProDessing�SZstemʢϝッηーδサーϏスੵ置ʣ
.S：.oCile�StationʢҠಈہʣ
.SC：.oCile�SXitDhing�CenterʢҠಈ通信੍ہޚʣ
NAT：the�ip�NetXorL�Address�Translator
N.SCP：NeX�.oCile�SerWiDe�Control�Point

ʢ大༰ྔҠಈ通信サーϏス੍ޚ置ʣ
NS8：Node�inside�S8itDhʢノード内ϨΠϠ2スΠッνʣ
N8.P：Net8orL�.anagement�ProtoDolʢネットワーク理プϩトコϧʣ
0�.：0peration�and�.aintenanDe
0S%L：0pen�SourDe�%eWelopment�LaC
P%C：Personal�%igital�CellularʢσΟδλϧܞଳ電方式ʣ
PIC.G：Peripheral�Domponent�interDonneDt�Industrial�Computers�

.anuGaDturers�Group
PL.N：PuCliD�Land�.oCile�NetXorL
PS：PaDLet�SXitDhingʢύέット交換ʣ
PSTN：PuCliD�SXitDhed�Telephone�NetXorLʢެऺ交換電網ʣ
P7C：Permanent�7irtual�Channel
2oS：2ualitZ�oG�SerWiDeʢサーϏス࣭ʣ
3A：3outing�Areaʢύέット交換位置登録Τリアʣ
3NC：3adio�NetXorL�Controllerʢແઢネットワーク੍ޚ置ʣ
S#C：Single�#oard�Computer
SGP：SGSN�C－Plane�ProDessorʢSGSNݺ処理プϩηッサʣ
SGSN：SerWing�General�paDLet�radio�serWiDe�Support�Node
SG6：SGSN�6－Plane�CoxʢSGSN�6プϨーンϘックスʣ
S.S：Short�.essage�SerWiDeʢシϣートϝッηーδʣ
S0：SerWiDe�0rder
TCPG8：TCP�Gate8aZ
T..S：Transit�.oCile�.ultimedia�sXitDhing�SZstem
6－#09：6－Plane�#09
6－Plane：6ser－PlaneʢϢーβσーλ処理෦ʣ
6CS8：6－Plane�Cox�ConneDt�S8itDhʢ6プϨーンଓϨΠϠ2スΠッνʣ
7LAN：7irtual�LoDal�Area�NetXorL
7L3：7isitor�LoDation�3egister
8PCG：8ireless�ProtoDol�ConWersion�GateXaZ
xGSN：serWing/gateXaZ�General�paDLet�radio�serWiDe�Support�Node
9PCG：e9tended�Xireless�ProtoDol�ConWersion�GateXaZ

༻ ޠ Ұ ཡ

NTT DOCOMOテクニカル・ジャーナル 25周年記念号（2018）
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